
  

 

 

 

 

 

 

「主体的・対話的で深い学び」  

                             校長  岩  﨑  摂  也  

  

 緊急事態宣言が解除され、１週間が経ちましたが、全国、全道でのコロナウイルスへの感染

者数が比較的落ち着いてきていることにほっとしています。今後もワクチン接種が進み、引き

続き感染対策を継続する中で、収束に向けて感染者数が減少していくことを願っています。  

こうした中、昨年は全競技中止となった中体連、中文連も今年は開催され、６月 19・20 日

の陸上を皮切りに競技が行われています。壮行式では生徒たちに 2 つのことを伝えました。１

つ目は、１９８０年代に広島カープで「炎のストッパー」と呼ばれた津田恒美選手の「敵は内

なる我にあり、弱気は最大の敵」という言葉を贈りました。自分たちがこれまで続けてきた努

力を信じて１００％自分の力を出して戦ってきてほしいという思いです。2 つ目は送り迎えな

どで支えてくれた家族や指導してくれた先生方、競技を運営していただく皆さんに感謝の気持

ちを忘れず、礼儀正しく、元気に試合に臨んでほしいと伝えました。目指すべき目標を持って

挑戦できることは幸せだと思います。特に 3 年生にとっては最後の中体連となります。それぞ

れの競技で悔いの残らない活躍をしてくれることを願っています。  

また、これも昨年はコロナの影響で中止となっ

た別海町で主催するビブリオバトルが今年は開

催されることになり、国語の時間に各クラスでビ

ブリオバトルを体験してみました。ビブリオバト

ルとは、「おすすめの本」を選び、その本の魅力を

5 分で紹介する活動です。その後、質問や感想を

発表し合います。すべての発表が終了したら、一

番魅力的に本を紹介したと思った人に投票し、チ

ャンプ本を決定します。5 分をすべて使い切って

プレゼンテーションすることにはみんな苦労していましたが、説明原稿を用意してそれぞれに

一生懸命、本の魅力を伝える様子が素晴らしかったです。7 月 27 日（火）のビブリオバトル

本番では、学校を代表する 1 冊のチャンプ本を決め、3 人の代表がチームでプレゼンテーショ

ンを行います。  

それから体育の授業では、8 月末に行う体育祭のよさこいの取り組みを始めています。3 年

生のリーダーシップにより、どうしたらよりよいものになるか一つ一つの動きについてコミュ

ニケーションを図り、オリジナルの踊りを作り上げていく活動です。ビデオに撮り、動きを確

認しながら 1・2 年生に指導するための準備を進めています。タイトルに書いた「主体的・対

話的で深い学び」は今年度から全面実施となった新学習指導要領の大きな柱となる要素で、受

け身で授業を聞くスタイルから、生徒たちが自分で考え、発信し、仲間と協力して課題解決の

方法を模索することへ授業内容を改善していくものです。各教科の授業において改善の意識を

持って取り組みを進めています。  
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